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りでは 87.1% が SWOT 分析の経験があったが、BCS を知っていた
ものは 38.7％であった。各自の管理課題を実践した報告会後のアン
ケートでは「他の係長の前向きな活動に感動した」「係長としての
自分自身の役割を見直す良い機会となった」などの肯定的な意見が
多く見られた。平成 25 年度は『リフレクションを推進するファシ
リテーターとなる』をねらいとし、近畿ブロック係長研修に参加し
た 4 人の係長の協力のもと、全員がリフレクションを実践した。研
修後の振り返りでは「自分のリフレクションもしつつ、日々関わる
スタッフとも共有していける環境つくりを意識して過ごしたい」「各
係長の思いが皆に伝われば、すばらしい看護が提供できると思った」
という意見から、今年度は係長会の中でグループワークを行いテク
ニックを習得していくことになった。
【結語】これらの研修を通して、係長役割が明確となり、オープン
な関係でお互いに成長し合える職場にしていきたいという思いが、
モチベーションの維持、スキルアップにつながってきた。そして管
理者ラダーの申請という成果が得られた。
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【背景】当院では、化学療法の安全な実施を目的として、２００８
年より CV ポート留置を実施している。現在は化学療法のみならず、
緩和・在宅医療の安全な医療提供にも活用している。当時、看護師
による CV ポートからの投与管理は、「医師からの教育と許可され
た者が実施する」という曖昧な基準で運用されており、臨床実践を
するためには、穿刺・抜針および安全な投与管理に関する看護師教
育は必須であった。
【目的】CV ポート留置中の患者に対して、安全で安楽な医療の提
供を図るために、看護師にとって安全な医療提供環境を整備する。
【院内認定制度導入の実際】院内看護部係長業務部会において提議
し、現状を把握・分析し、看護師による CV ポートの安全な投与管
理を実施することを目的とした取扱いに関する研修プログラムを作
成した。基準は、看護協会の定める、「静脈穿刺・注射の実施基準」
に準じて作成し，研修プログラムは、外科医師・がん化学療法看護
認定看護師、ポートのメーカー担当者による講義とポートモデルを
使用した実技指導とした。看護部から承認を得て院内認定制度の導
入となり２０１１年より年１回の開催により、現在まで 63 人の認
定者を得ている。また、研修実施後のアンケートからも理解度、満
足度共に高い結果となっていた。
【結論】CV ポートの穿刺・抜針は、施設における医師の業務負担
軽減の施策でもあり、看護師の業務の中でもリスクを伴う行為とな
る。そのため安全な投与管理に関する看護師教育を構築することは
必須であり有効であった。作成した研修プログラムについては、実
践状況を評価し、修正・改善しながら継続していく必要がある。
